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ジェームス・グリンレー技師長ほか三名の
技師の指導の下、自社生産をしたぐらいは
承知しているが、まさかそれが、いま中国
などの生産などで行なわれているノックダ
ウン方式（半製品で輸入し、後に組立製品
化）であったとは、百年以上も前のことだ
けに驚きである。
　もう一つ特筆すべき事は「現今製造致し
居り候種類は『深編上げ』及び『深ゴム入
り』の二種にこれあり、代価の義は米国風
に倣い、文数大小を問わず均一の価格を
もって販売致し居り候。」とあるところで
ある。当時業界の商習慣では、文数が一サ
イズ上がる毎に、五銭高というのが一般的
であったので、均一価格での販売は、それ
だけで、画期的商法だったのである。
　時あたかも日露戦争の真っ只中、戦意高
揚に「征露靴」と名付けた編上げ靴も販売
している。（写真参照）ロシアの「露」の
字の活字だけが、横に倒されているのが目
に付く。時局に合わせた編集のアイディア
だったのであろうか。

　トモエヤの『レザア　レコヲダア』に、こ
れまで知られていなかった「マッキンレー
靴」の製造システムが明かされているので、
少々長くはなるが書き移しておきたい。
　「弊店がマッキンレー靴を我が市場へ紹
介致す候事に関しての一の動機は、製靴の
先進国たる米国製靴業発達の歴史を研究せ
しに出でし義に御座候。
　米国製靴業の発達成績に著しきものある
は、各位に於てつとに御了承の事と存じ候。
なかんずく万事に節約を旨とせる分業制度
を利用致し候事は、製靴当事者にとり多大
の利あるのみならず、最も完全なる均一制
靴を製出するの便宜を整え得るため、一般
にこの方法を採用致し居り候。
　弊店はこの点に着目留意致しマッキン
レー靴輸入に際し、この分担法を利用する
に相決め申し候。即ち原料の豊富なる米国
より、すべからく半製品の状態において原
料を輸入し、比較的賃金の低き吾

わが

邦
くに

の労力
をこれに加えて、完全なる均一制靴マッキ
ンレーを発売し、一般の需要者各位が受け
つゝありし多大の不便を、適当に補足する
の設備を相整え申し候。故に弊店の一手販
売にかゝるマッキンレー靴は、アッパアス
（上皮）ヒール（踵）バンプ（上包）ソー
ル（底）その他一足の靴を構成するに必要
なる全ての部分を、一個の小釘鋲に至るま
で半製のまゝ輸入し、各部を弊店附属工場
において集合の上、初めて一個の完き商品
として各位の御需要に応ずる義に候。」と
ある。
　マッキンレー靴の発売に関しては、アメ
リカからマッケー式製靴機械を輸入し、
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